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1 ．は じ め に
組織への新規参入者が，その組織の一人前の成員になる。こうした過程は組織社会化と呼ば
れ，組織の存立にかかわる基底的な現象として，また，個人の組織(職務)への心理的適応を左
右するものとして，組織研究者の関心を集め続けてきた(Van Maanen and Schein, 1979; Fisher,
1986; Saks and Ashforth, 1997; Bauer et al., 1998; Ashforth, Sluss and Harrison, 2007; Bauer et al., 2007;
Ashford and Nurmohamed, 2012)。だが，ある個人が組織の成員になるとは，そもそもどのよう
な事態なのだろうか？
広義には「新規参入者が組織の外部者から内部者へ移行する過程」(Bauer et al., 2007, p. 707)
と定義される組織社会化だが，より具体的には，「特定の役職を占める組織成員として期待さ
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成員の内面に働きかける統制方法であり(Gabriel, 2008, p. 55)，成員の行為の根底にある経験，
思考，感情を統制することで，成員に求められる努力を引き出し，方向づける試みを指す








心)をあらかじめ持っていたことを認めているものの(Kunda, 1992, p. 240, 邦訳353-354頁)，それ
でも，テックの分析に当たり規範的統制の視角を適用することの妥当性については，丸々一章

















(社内の文化専門家エレン・コーエンの研究)(Kunda, 1992, p. 71, 邦訳113頁)
クンダは，これらの文書すべてが，経営陣の検閲下にあることを指摘する。テックに批判的
な文言はめったに見られず，そうした文言はあったとしてもすぐに削除されると言う(Kunda,





















しっかりとアドバイスされる(Kunda, 1992, p. 91, 邦訳140頁)。
このように，様々な資料を引用することで，クンダは，「テックの組織イデオロギーが規範
的統制のシステムであることは明らかだ」(Kunda, 1992, p. 91, 邦訳140頁)と結論づける。クンダ
の論述は説得的なものであり，われわれはここにテックにおける規範的統制のありようをまざ
まざと見て取ることができるだろう。まさしく「従業員は自らの時間や労力だけでなく，思考，
感情，自己概念も大いにつぎ込むことを求められる」(Kunda, 1992, p. 91, 邦訳140頁)のである。
こうして規範的統制の存在を確認した上で，クンダは次に，規定された成員役割が実演され
る場である「呈示儀礼」が，社員に成員役割を受容させるための手段として周到かつ巧妙に機





























































































































































































































































































































































































Van Maanen, 1978; Van Maanen and Schein, 1979; Czarniawska and Kunda, 2010)。
3) なお，パネルデータに基づく定量的研究もよく行われるが(e.g. Black and Ashford, 1995; Cable and
Parsons, 2001; Cooper-Thomas and Anderson, 2002)，もちろんこれも，組織社会化＝内面化そのものを観察
しているわけではなく，それぞれの時点での組織社会化＝内面化の「成果」を観察するものである。
4) C. I.バーナード(Barnard, C. I)による「日常の心理」についての論考によれば，フィクションとは，「理論
的推理によっても実験的立証によってもその真実性が証明されないことがわかっているのに，一つの基本的
な命題が真実であるとする主張」(Barnard, 1938, p. 314, 邦訳 328頁)のことを指す。





された自律的な労働をもたらすと賞賛する者もいれば(e.g. Peters and Waterman, 1982)，それは成員の内面
を不当に支配する洗脳であり，個人の自由と尊厳に対する侵害であり，個人尊重の名の下に組織への一体化
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